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1・はじめに   

企業体や事業体などの効率性を評価する手法と  

して知られているDEA法セは通常、入出力データ  

は明確に与えられている。しかし、将来（計画時  

点）の予測値を用いて効率値の評価しようとする  

と予測値の曖昧さを考慮してやる必要がある。そ  

こで、予測値を三角型ファジィ数の形で表現する  

ことによりあいまいさを取り込む。ここではある  

11企業の従業員数、店舗数（入力）と売上高、  

利益（出力）のデータを用いて計画時点の効率値  

を評価する   

2．方法（1）   

ファジィ数同士の比較には何らかの比較基準が  

必要である。ここでは「代表通常数の大きいもの  

はファジィ数としても大きい」という基準を用い  

てウエイトを計算することにする。また、入力、  

出力は三角型ファジィ数（折，毒”），ズ㌻））、  
b群），げ），げ））で表現されるP】。  

1∫問題として代表通常数で評価する場合には、  
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3」灸討結果（1）  

11企業（A，…，K）の将来の効率を評価する。企業／  

の第f入出力と して三角型フ ァ ジィ 数  

《1－1）萄；ズダ；（1十王垢），ひ＝AB，…，喝を用いる。  

企業人…，Fについては′∫＝0．2，√2＝0．1、企業G，…，K  

については′∫＝0．1，√2＝0．2として、式（1）よりuハγ∫  

を求める。このようにして得られるLP問題の解が  

FP問題の解とどう異なるかを見るために、もとめ  

たuハ γノを用いて式P）を評価する。またファジィを  

考慮しないモード酎去〟）、γ㌣を用いた場合の評  

価結果も示す。  
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上記のように式（1）はリムーバル値とあまり差が  

なく、モード値とほぼ一致したので、三角型ファ  

ジィ数の代表通常数を使ってU、Vを決め、そのウ  

エイトで計算していっても良いギろうということ  

になった。   

次に√∫＝0・05としA，・・，Fの√2＝0・1、G，・・，Kの  

√2＝（0．15，0．2，0．Z5，0．5）として同様に効率値を評  

で、比較が可能になる。しかし分数計画法として  
よ 椚   

max ∑鴫／∑v‘釆  
r－1 i＿l  

（2）   

は三角型ファジィ数とならず、上記のような簡単  

な定式化はできない。そこで、式P）をリムーバル【2】  

の概念を用いて定量化し比較、評価をしていく。   

この方法では、モードからの下限値、上限値ま  

での幅が同じ場合には通常のCCRモデルになる。  
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価してみた。その結果、増える割合を増加させて  

いっても効率備に対してはあまり影響がないこと  

がわかった。  

次に制約条件を  
椚 上   

u＝芸成一芸以rち；0 0＝山）  
のようにファジィ制約ととらえ、以下の三角形が  

だいたい正であるということを与が大きいほどよ  

いという条件に置き換える0すなわち、m叫ゐノが  

大きいほど、ファジィ制約が実現されている度合  

いが大きいと考える。鳥ノ≧烏でhを色々振らせてみ  

ることにする。   

旦1方法（2）   

ファジィ数ろ、㌔に対して方法（1）とは別  

の定式化を行う。  

＜FP2＞  

ろ＝・た   
最大化  

制約条件  

M   ∑v才由＝1∵代表通常数を1とする i＿1  

〝Ⅰ 上  
（これは別の定義も可能）  

呂鴫一芸鴫；0‥ファジィ関係  
0＝1，…，n）  

〃′≧0  （ー＝1，…，k）  

Vf≧0  （i＝1，…，m）  

ここで、乙が1に近いかどうかを下図のhlaの最大  
化ととらえる。  UL O  UM  UH   

これらを踏まえてLP問題として定式化すると  

＜FP2＞  

上  

長大化 ∑α′たり  
r＿1  

制約条件  
上 よ   

∑αrだエ）－∑α′た〟）・dゾ・f。＝1  
′一I r＿l   

皇αr吋の（1一九）瑠）可 r＝1   

一三A卿（トム）・桝）十う＝0          J妄l  

乃  ∑鋸軒＋璃〟）十宵））／4＋ち＝1  
f＿l  

この場合にも方法（1）とほぼ同様の結果が得  

られた。   
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ここで  

以▼にエ・、  

∑隼だ）－∑以r】霊〟）十1  
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なので（αr＝岬≧0；βf＝岬≧0）により変  

数変換した後、分母分子に伽を掛けて得られた分  

母を1として、分子の最大化を考える。  
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